
北海道各地の
気候変動適応に向けて

ーその傾向と対策ー

気候変動適応センター
向井人史



北海道各地の気候変動適応に向けて
• 地域の適応計画
• 北海道の産業の地域的な違い
• 気候変動の北海道影響に気になること
• 緩和の行方
• リスクの考え方とチャンスの利用ー適応
• 旭川の計画



都道府県 44
政令市 18
市区町村 37

計 99件

市区町村でも地域適応計画を策定するところが
増えてきています

地域気候変動適応計画の
策定状況
（令和4年1月20日現在）

都道府県

市区町村



本日お集りの皆様の北海道の地域は

釧路総合振興局

上川総合
振興局

後志総合振興局

檜山振興局

オホーツク
総合振興局

空知総合振興局

渡島総合振興局
日高振興局

石狩振興局



• おせちは大晦日に食べる？
• おせち文化基地としての北海道-
数の子、昆布、にしん、小豆、ジャガイモ

北海道の農水産業の重要性 NHK今日の料理

 北海道の農業は深く日本の食材に寄与している
(例）うどんー北海道産小麦、北海道利尻昆布がだし醤油に





https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ki/chousa/ud49g70000
00xwc9.html#s1



• フライドポテトの不足問題
ーカナダの港の洪水やコロナによる輸入のおくれ
ー北海道産ジャガイモはちがうとおっしゃるマック

• 北海道夏の高温、干ばつによる玉ねぎなどへの影響

• 持続的漁業ー徐々によみがえるニシン漁ー石狩湾 （NHKの番組より）
ホッケの保護となまこ
ホタテの持続的収穫

△まれな赤潮による被害(鮭やウニ）ー北の海の何かの異変、洪水？流氷？
△サンマやイカの不漁と魚種の変化
△東北地域での温暖化による漁獲量等変化（鮭、ホタテ、ワカメ）

気候変動による暗い影





干ばつの傾向と対策は
しておかねばならない

積雪量とも関係



気象庁

雪の降り方や質の変化の
傾向と対策

2022年は大雪で始まった

北極の温暖化
海水温の上昇

気圧配置の変化、

ドカ雪の増加





https://www.youtube.com/watch?v=MuSgY5G-64I&t=65s

流氷が知らせる温暖化のサイン～近い将来北海道から消
える!?モノ～｜COOL CHOICE：北海道

温暖化に直面する流氷 #流氷
ほっとニュースミニ
2020年3月12日（木）午前10時22分更新

https://www.nhk.or.jp/hokkaido/articles/slug-n82fe1526f64a

気象庁



旭川市の気候変動適応計画（案）にあるアンケート



全国民に告ぐお触書（2018.12）
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「気候変動
適応法」に
おける気候
変動の定義
と目的

第一章総則
（目的）
第一条この法律は、地球温暖化（地球温暖化対
策の推進に関する法律（平成十年法律第百十七
号）第二条第一項に規定する地球温暖化をい
う。）その他の気候の変動（以下「気候変動」と
いう。）に起因して、
生活、社会、経済及び自然環境における気候変動
影響が生じていること並びにこれが長期にわたり
拡大するおそれがあることに鑑み、気候変動適応
に関する計画の策定、気候変動影響及び気候変動
適応に関する情報の提供その他必要な措置を講ず
ることにより、気候変動適応を推進し、もって現
在及び将来の国民の健康で文化的な生活の確保に
寄与することを目的とする。



気候変動対策とは？適応ってなんだろう

「緩和」mitigation 「適応」Adaptation

影響 影響



2016 20182015

「気候変動の影響への
適応計画」 策定

12月1日
「気候変動適応法」施行

IPCC

1988 1992

「気候変動枠組み条約」採択

1997

COP3
「京都議定書」採択

COP21
パリ協定合意

2008-2012 2019 2020

京都議定書
第一約束期間

パリ協定による
削減開始

1998

「地球温暖化
対策推進法」

「地球温暖化
対策計画」

2030

26％削減目標緩和策

適応策

【気候変動に関する動き】

対策の両輪

４６％削減



緩和策と適応策の両方が必要

「緩和」

「適応」

持続可能性を考えるならば

影響



１．５度目標

2度目標

ここ10年が勝負になるだろう

21国立環境研究所
地球環境研究センター



2~3℃上昇

1~2℃上昇

4~5℃上昇

5℃ 以上

将来の気温上昇予測例

RCP2.6 RCP8.5



将来の熱中症搬送者数予測（MIROC5）
（基準期間1981-2000年との差）

RCP2.6 RCP8.5

RCP2.6 RCP8.5





砂浜消失率
RCP2.6
21世紀末



気候変動適応を考える

＝気候変動下における
未来の地域の持続可能性を考える

◎リスクを下げるか、変化を利用するか

誰がやるか？
個人、事業者、政策決定者（行政＝地方、国）みんなで！



これまでやってきたことと何が違う？
＝＞潜在的に行ってきた施策＋追加的に考えるべき施策

●気候の変化が進むことに注意して（これまでの政策を再検討）
＝＞これまでの暮らしが通用しない？(安全神話）
＝＞すでにやっていることを加速する(時間がない）
＝＞影響は地域的に異なる（極端現象の増加）
＝＞新たな方法を考える必要があるかもしれない

（計画とイノベーション）
＝＞広域的な視野が必要なこともある（他地域への思慮）
＝＞先に対応したら有利（ビジネスチャンス、投資）
＝＞間違った「適応」に気を付ける（定期的見直し）



旭川市気候変動適応計画(案）より
それぞれの分野での適応策の検討項目





◉道内の１級河川の年最大流域平均雨量は全国平均を上回る1.1～1.3倍以上と予測されている

■気候変動により、施設の能力を上回る洪水の発生頻度が高まることが予想されることを踏まえると、河川
管理者をはじめとする行政や住民等の各主体が、「施設の能力には限界があり、施設では防ぎきれない大洪
水は必ず発生するもの」へと意識を変革し、社会全体で洪水氾濫に備える必要がある。
■気候変動後の外力に対して、被害の軽減を図るため、可能な限りの適応策を検討し、提案する。

各種適応策を導入することによって被害想定額を減少させる推定例



北海道の面積 を 東北6県+（茨城、群馬、栃木）と比べる

北海道の地理的
な大きさは？

やはり、地域差を
考えて適応計画を
立てた方がよさそ
うである



北海道の人口 を 四国4県+和歌山 と 東北6県 と比べる

人口だって
四国4県を超
えている



◎行政として、やれることを継続してやりたい。

気候変動を考慮して
地理的条件や行政区分をうまく組み合わせて
各種施策を見直すべき時期にあるのでは

＝＞適応計画策定は「地域」の行政担当機関が力を合わせて
行うべき部分

より良い持続的地域づくりの競争



北海道開拓の長い歴史
• 明治から多くの人が移住。士族、屯田兵、会社、農家、災害関
係者、個人。多くの苦労があった。

• 北海道は、東北6県よりも広く、広大な土地を開拓し発展して
きた。

東北の出身が多い中、徳島からの移住も結構あり、藍の生産をおこなっていた(余市）
災害関係者として、栃木県の渡良瀬の谷中村からの移住もありました。（佐呂間町）

• 将来においても、より良い北海道であってほしい
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